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“ ＢＵＩＬＤ UP ”  
校長 古舘 満根 

 

「そのビニル袋の中には、何が入っているのかな」と尋ねると、その生徒は「ゴミが入ってま

す」と答えてくれました。修学旅行３日目、車山でのトレッキングは約１時間の行程でした。標

高１６００ｍ以上にもなり、さすがに肌寒く一枚上着を羽織ってひたすら登る。すれ違う方々と

気持ちよく挨拶をすることができました。足下はゴロゴロとした岩が多く、インストラクターの

方から「足の裏全体をつけるように歩くといいよ」と教えてもらいました。ナップサックを背負

い山頂を目指す列は霧に消えたり現れたり。前を歩く生徒が屈んだかと思うと、手に提げた白い

ビニル袋の中へ何かを入れていました。その後も、時折屈んで進んでいきました。なんとかっこ

いい姿でしょうか。山頂付近に着いた頃には、白いビニル袋は拾ったゴミで膨れていました。と

ても新鮮な気持ちになったのは、車山の澄みきった空気だけが理由ではありません。爽やかで、

うれしい気持ちを覚えました。インストラクターの方もにっこり微笑んで感心されていました。 

５月２４日から品中３年全員の仲間と過ごした３日間。逞しい言動や仲間に対する気遣い、優

しさ、そして、満面の笑顔を至る所で見ることができました。東京ディズニーランド、科学未来

館、オリンピック記念館、車山。ホテルやペンションでの時間も、思い出はいつまでも記憶の中

に残ります。 

実行委員の考えたスローガンは「ＢＵＩＬＤ」。友達・仲間・先生・旅行先の方々とよりよい

関係を『築く』。そして、楽しい思い出を『築く』。３日間お世話になったバスガイドのさっち

ゃんが、「みんなさんの笑顔で素敵な挨拶、そして、ちょっとしたことでも“ありがとうござい

ます”と言ってくれる優しいみなさんのことばが、私の心に染みました」と、最後に涙声で話さ

れたことも忘れられません。友達・仲間・先生・添乗員さん・写真屋さん・運転手さん・ガイド

さん・ペンションの方々・・・、人とのふれあいを通して、たくさんの人との絆を『築く』こと

が、築き上げる（ＢＵＩＬＤ ＵＰ）ことができました。 
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